
  

 
 
 

日時：平成２１年９月１５日（火）  
午後２時００分～午後３時００分  
場所：消防庁舎７階作戦室  

 
 

１ 議題 

（１）京都市基本計画策定方針（案）について 

 

２ 報告事項 

（１）京都市基本計画審議会の概要 

 

（２）未来の担い手・若者会議Ｕ３５の概要 

 

３ 本部長指示 

 

（配付資料） 

・ 次第 

・ 名簿 

・ 配席図 

資料１「京都市基本計画策定方針（案）」 

 資料２「京都市基本計画審議会の概要」 

 資料３「未来の担い手・若者会議Ｕ３５の概要」 

参考資料「次期京都市基本計画の策定の進め方」 
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京都市基本計画策定方針（案） 

 

 

１ 策定の趣旨 

  本市は，平成１３（２００１）年から２５年間のまちづくりの方針を理念的に示

す「京都市基本構想」の下，今日的な社会経済情勢を踏まえ，地域主権時代のモデ

ル都市を目指した今後１０年間の京都の未来像と主要政策を明示する都市経営の

基本となる計画として，次期京都市基本計画（以下「基本計画」という。）を策定

する。 

不透明感の強い混迷の時代にあって，未来の京都の在るべき姿，京都の選択を大

局的かつ的確に分かりやすく示すことによって，「共汗」と「融合」をキーワード

に，市民と行政とが目標，責任，行動を共有することが求められている。このため，

基本計画は，単なる「行政計画」ではなく，市民と行政とが役割分担し，協働する

「共汗型計画」として策定する。 

策定に当たっては，①「徹底した市民参加と徹底した職員参加」，②「徹底した

未来志向」，③「実現に向けた道筋を描く徹底した戦略性の追求」を重点とする。 

  また，京都市基本構想の下での同列・補完の関係にある各区基本計画と，十分な

整合と連携を図る。 

 

２ 基本計画の構成 

(1) 基本計画の期間 

  基本計画の期間は，平成２３年度から１０年間とする。 

 

(2) 基本計画の名称 

  「共汗型計画」として，市民と共有する親しみやすい名称を，公募により定める。 

 

(3) 基本計画の構成 

「未来の京都創造研究会」報告書を踏まえ，次の構成を基本とする。 

ⅰ 基本方針 

・ 基本計画の在り方 

・ 都市経営の理念 

・ 検討の視点・背景 

ⅱ 京都の未来像と重点戦略 

ⅲ 分野別方針 

ⅳ 行政経営の大綱 

ⅴ 基本計画の推進体制や点検・評価の方法 

資料１ 



 

 

３ 基本計画の策定体制 

(1) 京都市基本計画審議会の設置 

学識者をはじめ，各種団体の代表者や公募による市民など各界各層の方々で構成

される京都市基本計画審議会（以下「審議会」という。）を設置し，徹底した議論

により知恵と汗で基本計画案を練り上げる。 

審議会には，基本方針及び京都の未来像と重点戦略などを審議するため，「融合

委員会」を設置する。 

また，効率的に議論を行うため，４つの「共汗部会」を設置する。 

・ うるおい部会：環境，市民生活，文化など 

・ 活性化部会：産業，観光，行政経営など 

・ すこやか部会：福祉，保健，教育など 

・ まちづくり部会：都市計画，住環境，都市基盤など 

 

(2) 庁内の策定体制 

  京都市基本計画策定推進本部を設置し，共汗と融合の視点に立つ全庁を挙げた徹

底した議論を行うとともに，活発な審議会運営に向けた審議材料の作成など適切な

対応を行う。 

 

(3) 市民参加，市会での審議 

「未来の京都創造研究会」からの報告や「１万２千人市民アンケート」の結果を

はじめ，設置予定の「未来の担い手・若者会議Ｕ３５」の意見や基本計画案に対す

るパブリック・コメントなどの市民意見を最大限に反映させる。 

策定過程の節目において市会へ検討状況を報告し，市会における十分な審議の結

果を，計画の策定に反映させる。 

 

(4) 策定の時期 

審議会から答申を受け，平成２２年中に市会の議決を得て策定する。 

  



 

「京都市基本計画審議会」の概要 

 

 

１ 設置目的 

 京都市基本計画について，市長の諮問に応じ，調査及び審議するため

設置するものであり，徹底した議論により知恵と汗で基本計画案を練り

上げていただく。 
 
 
２ 組織 

 学識者や各種団体・ＮＰＯの代表者，公募市民など各界各層の方々 
７０名で構成 

（１）総会 

   全委員で構成し，全体的方針の確認，計画案の取りまとめを行う。 

（２）融合委員会 

正副会長，正副部会長等で構成し，基本方針，京都の未来像・重点

戦略の検討及び計画の全体調整等を行う。 

（３）共汗部会 

以下の４つの部会を設置し，各分野別方針の検討等を行う。 
部会名 検討対象分野 

うるおい部会 環境，市民生活，文化など 
活性化部会 産業，観光，行政経営など 

すこやか部会 福祉，保健，教育など 
まちづくり部会 都市計画，住環境，都市基盤など 

 
 
３ 今後のスケジュール 

平成２１年１０月５日（月） 第１回総会 
       ～           平成 21 年 10 月 5 日（月）午前 10 時~正午 

京都全日空ホテル 平安の間 
平成２２年 ４月頃     第１次案の作成 

        ９月頃     第２次案の作成 
      １１月頃     答申 

資料２ 



京都市基本計画審議会委員委嘱予定者名簿 
（５０音順，敬称略，平成２１年９月１５日現在） 
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・ 川崎
かわさき

 雅史
ま さ し

 京都大学大学院工学研究科教授 
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 各区市政協力委員連絡協議会代表者会議幹事 

・ 本村
もとむら

 哲
てつ

朗
ろう

 公募委員 

・ 森
もり

 洋一
よういち

  社団法人京都府医師会会長 

・ 山内
やまうち

 五百子
い ほ こ

 社団法人京都市保育園連盟常任理事 

・ 山
やま

折
おり

 哲雄
て つ お

 東山区基本計画策定委員会座長，宗教学者         （計７０名） 



 

京都市基本計画審議会委員構成 

 

１ 全体 

市民，企業など多様な主体と行政とが役割分担と協働でまちづくりを進める指針とな

る「共汗型計画」として策定するのに相応しく，各分野の専門家の方々とともに，経済

界や福祉，教育，まちづくりなど，実際に現場で汗をかいていただいている方々にも出

来る限り参画していただくこととした。 

委員総数 学識者 各種団体代表等
各区基本計画策定
委員会等の代表

行政機関 公募委員 

７０名 
１５名 

（２１％） 

３４名 

（４９％） 

１１名 

（１６％） 

２名 

（３％）

８名 

（１１％）

 

２ 性別 

できる限り多くの女性委員を登用するように努めた。 

男性：４５名，女性：２５名，女性比率３５．７％（現行基本計画策定時２５．６％） 

 

３ 年齢 

各世代のバランスに配慮しつつ，出来る限り若手の登用に努めた。 

平均年齢５３．７歳（現行基本計画策定時：５５．７歳） 

年代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代以上

人数 １名 ８名 １３名 ２５名 １９名 ４名 

 

４ 学識者，各種団体代表等 

広範に渡る審議内容を踏まえ，幅広い分野からの登用を図るとともに，各分野別計画

等を策定するために設けた審議会のメンバーをできる限り登用することで，既存又は現

在策定中の分野別計画等との整合性を図ることとした。 
 

５ 各区の基本計画策定委員会等の代表 

京都市基本計画と各区の基本計画の策定に当たり，十分な整合と連携を図るため，各

区の基本計画策定委員会等の代表の方に，御参画いただくこととした。 

 

６ 行政機関 

市の権限外でも京都市域のことについて検討していただく必要があることから，国（近

畿地方整備局長）と京都府（政策企画部長）からも御参画いただくこととした。 
 

７ 公募委員 

平成２１年６月１８日から７月１７日に掛けて，応募を呼び掛けたところ，７６名の

方から応募があった。選任に当たっては，新川達郎未来の京都創造研究会座長のほか，

本市職員（政策企画室長，京都創生推進部長）による選考委員会を設置し，書類審査及

び面接審査を行い，男女各４名の方に御参画いただくこととした。 

別紙 ２



 

 

「未来の担い手・若者会議Ｕ３５」の概要 

 
 
１ 設置目的 

若者ならではの観点から，京都市基本計画（以下「基本計画」という。）

について意見を提出するとともに，基本計画の策定過程において広範な

市民参加を得るために京都市が実施する事業を支援していただく。 
 

２ 役割 

（１）基本計画に盛り込むべき内容に関する提案のとりまとめ 
（２）基本計画の策定に係る市民参加事業の実施のサポート（例：シンポ

ジウムの開催） 
（３）基本計画審議会の審議内容などを市民の皆様に分かりやすくお伝え

するためのサポート（例：ビジュアル化した媒体の製作協力） 
 

３ 組織 

（１）概ね１８歳以上３５歳未満の若者２６名で構成 

（２）京都の各界で活躍する方々と若者提案事業入賞者の中から選定 

 

４ 今後のスケジュール 

  平成２１年 ９月２４日（木） 第１回総会 
平成２１年９月２４日（木）午後３時３０分～５時３０分 

                 京都御池創生館 地下１階研修室 
       １２月頃      意見の提出 

＜以降，平成２２年度末まで随時活動＞ 
 

資料３ 



 

 

「未来の担い手・若者会議Ｕ３５」委員委嘱予定者名簿 

（５０音順，敬称略，平成２１年９月１５日現在） 

 

・ 秋山
あきやま

 翔
しょう

  第７回京都学生祭典実行委員会実行委員長，立命館大学３回生 

・ 飯田
い い だ

 哲史
さ と し

 ＮＰＯ場とつながりラボ home's vi 事務局副理事 

・ 井上
いのうえ

 葉子
よ う こ

 京舞井上流 

・ 川原
かわはら

 ちかよ α-STATION ＤＪ 

・ 簡
かん

 吟
いん

馨
しん

  留学生，京都大学大学院１回生 

○ 越村
こしむら

 美保子
み ほ こ

 株式会社越村染工場，びわこ学院大学短期大学部非常勤講師 

・ 笹岡
ささおか

 隆
りゅう

甫
ほ

 未生流笹岡次期家元 

・ さとう ひさゑ ＮＰＯアート・プランまぜまぜ代表 

・ 世古
せ こ

 和
かず

希
き

 「私と京都のマニフェスト」優秀賞受賞者 

・ 竹内
たけうち

 弘一
こういち

 ＫＢＳ京都キャスター 

・ 中鼻
なかはな

 真箏
ま こ と

 祇園甲部歌舞会芸妓 

・ 西村
にしむら

 寛和
ひろかず

 京都商工会議所青年部理事，株式会社藍ぜん取締役 

・ ニモ・グラスマン 株式会社庵オリジン事業部マネジャー 

・ 野添
の ぞ え

 幹雄
み き お

 「私と京都のマニフェスト」優秀賞受賞者 

・ 平井
ひ ら い

 陽
よう

  「京（みやこ）・未来予想図」市長賞受賞者 

・ 平岡
ひらおか

 さつき 株式会社リーフ・パブリケーションズ編集部 

・ 平塚
ひらつか

 一磨
か ず ま

 「私と京都のマニフェスト」優秀賞受賞者 

・ 深田
ふ か だ

 雄志
ゆ う し

 日本患者学会（ブルーバード）代表理事 

・ 藤川
ふじかわ

 祐
ゆう

輔
すけ

 政策系大学・大学院研究交流大会実行委員，立命館大学２回生 

・ 藤田
ふ じ た

 卓也
た く や

 「私と京都のマニフェスト」優秀賞受賞者 

・ 松田
ま つ だ

 ゆい 株式会社京都新聞社編集局社会報道部記者 

・ 松村
まつむら

 幸
さ

裕子
ゆ こ

 ユース ACT プログラム実行委員会事務局長，大阪教育大学大学院２回生 

◎ 松山
まつやま

 大耕
だいこう

 妙心寺退蔵院副住職 

○ 安田
や す だ

 智也
と も や

 京都造形芸術大学講師 

・ 山口
やまぐち

 洋典
ひろのり

 同志社大学准教授，應典院主幹 

・ 湯浅
ゆ あ さ

 靖代
や す よ

 「私と京都のマニフェスト」市長賞受賞者 

 

◎…議長，○…副議長（いずれも市長が指名） 

別紙 １



 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          行   政 

   

 

 
■■ 融合の視点に立つ全庁を挙げた徹底した議論 

■■ 活発な審議会運営のため，審議材料の提供など適切な対応 

■■ 基本計画策定方針及び審議会答申を踏まえた計画案の決定 

 

           審議会 

 
 

 

 
■■ 徹底した議論で広く市民意見を吸収し，知恵と汗で練り上げる

 

 

 

市 長 
 

市 会 

 

報告・提案 

 

 

意見・議決 

＜京都市基本計画策定推進本部＞ 
 

 

＜本部会議＞ 
本 部 長：市 長 
副本部長：３副市長 
本 部 員：管理者・政策監・局区長 

＜幹事会＞ 
幹 事 長：政策企画室長 
副幹事長：京都創生推進部長 
幹  事：各局区等庶務担当部長等 

＜分野別・局別ワーキング＞ 
各局等の部課長級 

徹底した 
職員参加 

徹底した 
市民参加 

＜京都市基本計画審議会＞ 

 

会 長 
 

諮 問 

 

 

答 申 

次期京都市基本計画の策定の進め方 

＜次期京都市基本計画策定支援ＰＴ＞ 
     公募職員及び局区の企画担当係長等 

職員提案募集 
未来像，重点戦略を

テーマに募集 

＜融合委員会＞ 
 正副会長，正副部会長等 15 名程度  

提 案 
 

局
別 

ワ
ー
キ
ン
グ

分野横断的な５つ
の視点で融合 

分野別 

ワーキング 

・市民参画事業の支援 
・審議会運営及び計画策定に係る連絡・調整 
・新たな行政経営システムの検討 

提出 

 

次期京都市基本計画とは 
 
・ まちづくりの方針を理念的に

示す京都市基本構想のもと，

今日的な社会経済情勢を踏ま

え，今後１０年間の京都の未

来像と主要政策を明示する市

政運営の基本となる計画 

・ 平成２２年中に市会の議決を

経て策定 

＜総 会＞ 
全員（計７０名；学識者１５名，各種団体・

ＮＰＯの代表者等 3４名，各区基本計

画策定委員会等の代表１１名，行政機

関２名，公募 8 名） 

＜共汗部会＞ 
正副会長以外の委員（各部会１６，１７名） 

＜代表会議＞
各局等庶務担当部長，

当番区区民部長等

・ 京都の未来像と重点戦略を検討 

・ 計画の全体調整 

うるおい 

部 会 

活性化 

部 会 

すこやか

部会 

まちづくり 

部 会 

・ 分野別方針を検討 

＜参考資料＞ 

○○○ 京都市未来まちづくり 100 人委員会     

○○○ 若者提案（「私と京都のマニフェスト」，「京・未来予想図」） 

○○○ 子ども絵日記（「きょうと絵画・絵日記・ポスター」） 

○○○ おむすびミーティング 

○○○ シンポジュウム，パブリック・コメント

広範な市民参画により，計画を策定 

○○○ １万２千人市民アンケート 

○○○ 各種団体ヒアリング 

○○○ 近隣自治体ヒアリング 

○○○ 基本計画点検結果  

○○○ 将来推計人口等各種データ 

意見提出，支援 

未来の京都創造研究会 
平成 20 年 10 月設置 

新進気鋭の若手研究者 12 名で構成

 

基本計画策定に向けた本格的な

議論のための検討素材を作成 
 
① 基本計画の在り方（基本計

画の枠組み，策定手法等） 

② 京都の未来像と重点戦略

（目標，課題，取組方策） 
 ※ 平成 21 年 5 月「中間報告」提出 

     同年 8 月「最終報告」提出 

未来の担い手・ 
若者会議Ｕ３５ 

平成 21 年 9 月 24 日設置 
26 名で構成 

・ 意見提案 

・ 市民参画事業のサポート 

 

平成２１年９，１０月 

・次期基本計画策定方針の決定 

・基本計画審議会の設置(10 月 5 日)

平成２２年４月頃 

・第１次案の作成 

平成２２年９月頃 

・第２次案の作成

平成２２年１１月頃 

・答申 

市基本計画の策定スケジュール

基本計画案を市会へ付議

平成２１年７月１０日 

・第１回本部会議の開催 

 

・ 基本構想に基づく各区の個

性を生かした魅力ある地域づ

くりの指針となる計画 

・ 区基本計画策定委員会を設

置し，平成２２年度内に策定

各区基本計画の策定

連携 

▼ 部会等を設置し，基本計画策

定に向けた審議を開始 


